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【今月の聖句】 

「わたしの愛する兄弟たち、よくわきまえていなさい。だれでも、聞くのに早く、話すのに遅く、また、怒

るのに遅いようにしなさい。」                新約聖書 ヤコブの手紙１章１９節 

 

【８月納涼例会プログラム】（Youth Activities 強調月間） 

とき：２０１２年８月１４日（火）１８：３０～２０：４５ 

ところ：大阪キャッスルホテル（大阪天満橋） （地図参照） 

会 費：６０００円（メネット・ビジター 同額） 

    ＯＢＯＧ／コメット２０００円 

                司会 五条 孝次郎 

１．開会の鐘             北村 知三会長 

２．クラブソング 

３．ゲスト紹介 

４．「ギターとマンドリンの夕べ」 
    演奏 善旦会の皆様（和歌山大学マンドリンクラブＯＢ会） 
５．「日々の糧」斉唱 

６．晩餐・納涼親睦会 

７．オークション（ＨＨファンド） 
  (オークションへの提供品をご持参ください。希望価格をお付けください。) 
８．誕生日・結婚記念日のお祝い 

９・ニコニコ・インフォーメーション・ＹＭＣＡニュース 

10. 閉会の鐘                           北村 知三会長 

受 付：清水汎・條・牟 

【第２例会のご案内】 

とき：２０１２年８月２１日（火）１９：００～２０：３０ 

ところ：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ６階 ６０１室（変更になることがありますので、ご注意ください。） 

８ 
 2012 

Be the light of the world    Share your blessings in love 
「世を照らす光となろう」      「恵みを愛もて分かち合おう」 

Years bring wisdom               Action vitalize life with strength 
「歳月は Y`S をワイズ（賢者）にする」 「行動が活力を呼び覚ます」 

Let Y’smen Light Shine before Others In the club,in the community in the world 
「先頭に立ってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で」 

Let’s nurture Y’s dynamic spirit! 
「ワイズの活力を育てよう」 

 Let’s spread the Y’s spirit 
「広げよう ワイズメンのこころ意気」 

国 際 会 長 
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於：７月例会での会長交代式 
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◆今月の誕生日：該当者なし 

◆メネットさんお誕生日：森嶋幸代（２４） 

◆ご結婚記念日：該当者なし 

 

【善旦会のプロフィール】 
 Ｈ２１年７月に結成されました。大学８期の中川善旦先輩の残した作品を演奏し、楽しむと共に中川作品を

後世に伝えることを目的としたメンバーで構成されています。 
当日演奏して下さるのは次の各氏です。 
（マンドリンパート）吉田 耕一さん、島 隆司さん、西畑史和さん 
（マンドラパート）志賀 正美さん、 
（ギターパート）神野 晋司さん、稲谷嘉平さん、岩崎 稔さん 
 

【聖句に寄せて】                 宇野 義男 
私たちは、人の話しをきちんと聞くことのいかに少なく、また苦手です。私たちは、しばしば人の考えに

耳を傾けることなく自分の言いたいことばかりを主張し、相手の言い分も聞かないで感情的になり、相手の

立場やその人の思いを理解しようとしなかったことが、私自身、さまざまな場面であったことを恥ずかしく

反省しております。 

 

【７月出席状況】 
 
 
 
 

在 
籍 

例 
会 
出 
席 

アメ 
ッイ 
プク 

メ 
ネ 
ッ 
ト 

ゲ 
ス 
ト 

ビ 
ジ 
タ 
｜ 

出 
席 
率 

ニ献 
コ金 
ニ 
コ 

正会員   １５  １２  

功労広義会員  ２   

３ １ １３ 

７ 
月 
出 
席 
状 
況 

合計 １７ １２  ３ １ １３ 

８０．０％ ３０，６３０円 
 

＊ニコニコ献金には、大阪西クラブの井上公男メンからのＨＨキャンプへの支援金５千円が含まれています。

感謝いたします。 

７月例会の出席者 

◆メネット：北村信子会長、脇本真知子、崔金順メネット 

◆ビジター：中西部キャビネット全員御参加でした。 

   江見淑子部長、杉浦眞喜子書記、工藤義正ＥＭＣ主査、松本武彦ファンド主査、川岸清交流主査、 

藤原正巳広報主査、和田早苗メネット主査、入江保夫Ｙサ・ユース主査、（脇本博地域奉仕環境主査）

なかのしまクラブ：今井利子メン、保田圭子メン、武井和子メン、武井美帆コメット 

◆ゲ ス ト：村井達司さん（脇本メン友人） 
  

ＢＦ   リーストコイン  集計中   清水汎メン 

     新切手     ￥ｌ６００  清水汎メン 

 
 
 



 3 

【「中西部地域奉仕、環境事業主査」のお役を頂いて】      脇本 博 
 西日本区定款施行細則第９条には事業として YMCA サービス・ユース事業、地域奉仕・環境事業、EMC 事業、

ファンド事業、交流事業、広報事業、メネット事業の七つの事業を行うことが明記されています。主査の業

務は部長のスタッフとして、区の事業主任と連携を密にし、部長と共にクラブを支援することが任務です。 

 ワイズメンズクラブの各事業は各クラブのメンバーの充実があってこそ、有効に機能します。メンバーの

減少が危惧されている現在、縦割りの事業部制ではなく各事業主査が連携して新メンバーの獲得につながる

ような、横断的な運動を行う必要があるのではと思っています。 

 新メンバーの獲得は喫緊の課題です。地域奉仕事業にもいろいろな目標がありますが、外に対して一番広

報しやすいのが、お年玉年賀はがき当選切手（ＣＳ献金）です。友人や職場の同僚あるいはご近所にＣＳ献

金を御願いしてみたらどうでしょうか？ 

 毎年御願いされると、ワイズ運動に興味を持って呉れるかも知れません。ワイズの良さ楽しさを理解でき

るまでは、随分と時間がかかるように思います、それならそれで時間をかけて支援者を発掘していきたいも

のです。 

 メンバー全員が「よし、これで行こう。」となりますと、広報、ＥＭＣ、地域奉仕、Ｙサすべて同時にでき

るようになると思っているのですが。 

 
【クラブ役員会報告】報告者：書記 牟 大盛 

日時：２０１２年７月１７日(火) １９：００～２１：００ 

場所：大阪土佐堀ＹＭＣＡ ６０１号室 

出席者：北村・脇本・松原・石橋ルキ・尾和・牟 

―協議事項 

１）８月納涼例会プログラム:８月１４日 １８：３０～ 於：キャッスルホテル 

司会 五条孝次郎メン 

エンタメ「ギターとマンドリンの演奏」：伴奏者 ９名参加 

会費：＠￥６０００、 ＯＢＯＧ／コメット＠￥２０００ 

受付 清水汎・條・牟 （会計） 

―ＨＨファンドを目的に、オークションを実施する： 

  進行：脇本・補助 牟・メネット 

謝礼 ２万円（車代） 

―プログラム：１８：３０ セレモニー １９：００ 演奏 

１９：３０ 会食、 ２０：１５オークション ２０：４５閉会  

２）９月例会（メネット月間）プログラム 

司会 北村メネット 

「ＨＨ国際キャンプ報告会」ＯＢＯＧ／條・田尻メン 

受付 脇本メネット・崔メネット 

    食事：＠￥１０００ 弁当（シンエイフード） 

 ＊１０月例会（案）：森本栄三メン「マザーテレサに学んだ奉仕の心」 

 ＊１１月例会：講師は石橋ルキメンとし進行内容は一任する。 

 ＊１２月クリスマス例会：茨木クラブとの合同例会 

３）ＩＢＣについて：パサデナクラブへの清水汎メン孫メットのホームステイの件 

  訪問期間：９月１日から９月１０日    おみやげ：２万円にて、清水メンに一任する。 
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  その他：プロフィールはパサデナに直接送り、ブリテンに記載する。 

４）ＥＭＣ推進の件 

―入会対象者に関し、それぞれ働きかけて早期に入会式を執り行う。 

 －大阪クラブ ユースクラブ「仮称：ＨＨリーダー会」設立の件についても、田尻連絡主事を中心に推進

を依頼する。 

５）他クラブ訪問と各種行事 

  －ＨＨ国際キャンプ件：７月３１日―８月８日間 

  －９月１日：ＹＹフォーラム（北村・脇本・石橋・清水汎・牟の５名参加） 

  －８月２５日：びわこ部部会、－８月２６日：中部部会 

  －９月８日、六甲部、９日京都部、１５日中西部、２２日阪和部、 

   ２９日西中国部 ：個別出席を打診し、８月例会時に最終確認をする。 

６）ブリテン編集について 

―松原ブリテン委員長から編集方針について発表があり了承された。 

７）その他： 

  －京都プリンスクラブ訪問：「ＨＨキャンプ報告会」などを通して検討する。 

  －ＹＭＣＡ安全の日のため、クラブとして１万円献金する。  

 

【７月例会報告】                 

 ７月例会は、江見中西部長の公式訪問があり、中西部のキャビネットが勢揃いし、総勢３０名で盛大に開

催されました。 

 江見中西部長の挨拶の中で、全クラブが協力して一つの事業に当たろうと強調されていました。震災プロ

ジェクトも準備しているとのことでした。 

 江見中西部長の司式のもとに、大阪クラブの新旧会長交代式が挙行されました。また、石橋ルキメンの転

入会式も行われました。ルキという名前の由来も紹介されました。 

 北村新会長から、活動方針、活動報告が発表されました。何よりも、聴覚しょうがい青少年の方への支援

が主たる活動となります。ＨＨキャンプの支援、ＨＨキャンプＯＢＯＧによるユースクラブの実現など骨太

な活動方針・計画でした。 

 食事は、シンエイフードの弁当であり、美味しくいただきました。 

 今月は、総会ですので、決算報告、予算の承認がなされ、新年度事業委員長の抱負が披露されました。 

出席されていた末岡ＹＭＣＡ総主事から、ＹＭＣＡに変化が必要とされ、これからのＹＭＣＡは、会員とと

もに働きを進める旨説明がありました。 

 中西部主査の方々からも、活動方針・計画の説明がありました。主査が一丸となって、事業を推進される

ことから、大きな成果が期待されるところです。 

 皆勤賞・精勤賞の発表、出席者の一言などがあり、多額なニコニコがありました。 

 豊中クラブに続いて、ヴェクセルクラブも、解散となったとの説明があり、こみ上げる寂寥感がありまし

た。北村新会長のもと、大阪クラブが往年の輝きを取り戻すことを期待しています。大阪クラブが元気一杯

に活動することが、ワイズ全体の活性化につながるとおもいました。（編集委員） 
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【パサディナクラブ交換留学生報告】    前期ＩＢＣ委員  北村 知三 

今年度、大阪クラブからパサディナクラブへの夏季留学生として、清水汎メンの孫メットの大浦こうき君

が、派遣されることになりましたが、過日大浦君からパサディナクラブの Mr.Brandeen へ直接プロフィール

と写真を送ってくれました。下記にその内容を原文のまま紹介します。 

その下にあるのは、Mr.Brandeen から大浦君への返事です。 

 なお、大浦君のホームステイの期間は、９月１日から９月１０日 までの予定です。 

 

The Profile of OURA, Koki  

Name: OURA, Koki 

Age:   20 

School: Osaka Prefecture University  

       Department: Sustainable System Science  

       Course:      Environmental System Science 

Self-introduction 

 I am Koki Oura. I would like you to call me Koki.  

Ｉ am a freshman of the Osaka Prefecture University. I major in Environmental System Sciences.   

I’m looking forward to visiting Pasadena this summer. Since my grandfather hosted several people 

from Pasadena through this exchange program, I met them when I was very young.   

So I have felt close to your city.    

  This is the first time for me to go abroad for myself, so I’m little nervous. I will be happy 

if you speak to me.  Then I will talk to you very cheerfully. 

Let’s make great friendship!!  

I like sports. I like volleyball very much!  I used to play in the position of libero when I was at 

high school. If there is someone who likes volleyball, let’s play it together.   

And now in my university, I belong to the boat club. I love boat. If there is someone who is interested  

in it, I want to talk about it.   

I’m looking forward to seeing you. 

See you soon.       

Koki Oura 

 

     上記大浦君プロフィールに対しての Mr.Brandeen の返事です。 

                                      

Hello Koki, 

Thank you for sending us your photo and biography.  You have a very impressive background. The 

Pasadena  

Y’s Men’s Club looks forward to meeting you in September.  Please send your itinerary to us once 

you have it available.  We will then arrange to pick you up from Los Angeles International 

Airport.  There are a number of activities to do and see during your stay in southern California.  We 

have baseball season with the Los Angeles Dodgers and Los Angeles Angels as well as we have the start 

of the next football season  (American Football).   
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Since you enjoy boating, we can also arrange to go on a boat ride as well as other activities such 

as Universal Studios, Disneyland, etc.   

Please don’t be nervous about your trip to the US and Los Angeles. We will make sure your stay is 

both enjoyable and memorable.  We look forward to receiving your travel itinerary and meeting you 

in a few weeks.   

Best Regards, 

Jeff 

 

【ＨＨ国際キャンプ最新情報】                田尻忠邦 
 第 34 回ＨＨ国際キャンプが 7月 31 日(火)から 8月 7日(火)の日程で、香港、マカオにおいて開催されま

す。今回は脇本真知子メネットが大阪ワイズメンズクラブを代表してオブザーバー参加されます。今から 9

月の例会での報告が楽しみでなりません。 

また、大阪クラブからは、ＨＨ国際キャンプの実行委員会に対し 500 米ドルが寄付されます。ＨＨ国際キ

ャンプの実行委員会に事前にその旨を通知したところ、31 日に開催される歓迎晩餐会の席上で贈呈式を行う

ようスケジュールに組み込んだとの連絡がありました。   

さらに、今回メールのやりとりをした香港中華ＹＭＣＡのスタッフ、ラリー・ソウさんは、かつて香港ワ

イズメンズクラブの連絡主事で、彼の記憶によると大阪クラブと香港クラブは兄弟クラブであったとのこと

です。真偽の程はともかく、折角の機会なので脇本メネットには、香港クラブのみなさんと旧交を温めてい

ただき、今後の交流に繋がればと秘かに期待しています。 

 

（寄付金贈呈文）英文と日本語訳 
July 31, 2012 

 

To the Executive Committee of the 34th YMCA International Camp for the Hard of Hearing 2012 co-sponsored 

by the Chinese YMCA of Hong Kong and the YMCA of Macau, 

 

On behalf of the Osaka Y’s Men’s club I would like to extend my heartfelt gratitude to all the people 

involved in the 34th International Camp for the Hard of Hearing, especially to the General Secretaries 

of the Chinese YMCA of Hong Kong and the YMCA of Macau for co-sponsoring this wonderful event.  

 

As being the first Y’s Men’s club in Japan, we feel a strong responsibility to take an active roll 

in community service. We are very fortunate that we could support hard of hearing youths and the YMCA 

International Camp for that purpose. Last summer the Osaka Y’s Men’s club co-sponsored and organized 

the Domestic HH Camp for the first time along with the Osaka YMCA hoping to increase the number of 

participants for the International HH Camp. We are going to organize the same camp next year. We 

sincerely hope more and more Japanese youths of the hard of hearing will enjoy and benefit from this 

wonderful experience and deepen mutual understanding between the hard of hearing youths from the other 

Asian countries and regions.  

 

Hereby, as a token of appreciation for organizing the 34th YMCA International Camp for the Hard of 

Hearing, it is our great pleasure to donate 500 US dollars to the Executive Committee. 
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Tomozou Kitamura 

President of the Osaka Y’s Men’s Club  

(Message read by Machiko Wakimoto) 

 

2012 年 7 月 31 日 
 
香港中華ＹＭＣＡ、マカオＹＭＣＡ共催 
第 34 回 ＹＭＣＡ聴覚障がい青少年国際キャンプ 2012 
実行委員会殿 
 
大阪ワイズメンズクラブを代表し、第 34 回聴覚障がい青少年国際キャンプの運営に携われたすべての

みなさま、特に香港中華ＹＭＣＡ、マカオＹＭＣＡの総主事に対し、感謝申し上げます。 
 
日本最初のワイズメンズクラブとして、大阪ワイズメンズクラブは地域社会貢献活動に積極的に取り組

むことに強い責任を感じています。その意味からも聴覚に障がいを持つ青年とＨＨ国際キャンプを支援

できることは、喜ばしいことです。昨年の夏には、ＨＨ国際キャンプの参加者増を目指して、大阪ＹＭ

ＣＡと協働でＨＨ国内キャンプを実施しました。来年もＨＨ国内キャンプを計画しています。一人でも

多くの聴覚に障がいを持った若者が、この素晴らしい経験を楽しみ、その恩恵に浴し、アジアの他の国

や地域から参加した同じ障がいを持つ青年との相互理解を深めることを願ってやみません。 
 
ここに、第 34 回ＹＭＣＡ聴覚障がい青少年国際キャンプの運営に対する感謝のしるしとして、５００

米ドルを実行委員会に贈呈いたします。 
 
大阪ワイズメンズクラブ会長 
北村知三 
（代読：脇本真知子） 
 

 

【メネットコーナー】 

【ＨＨ国際キャンプ参加に対する抱負】         脇本 真知子 

 ７月３１日から８月７日の期間、香港、マカオで国際ＨＨキャンプが開催されます。思えば永きにわたり

大阪クラブの諸先輩が心血注いで築いてきた、青少年聴覚障がい者教育支援事業です。大阪ＹＭＣＡ１２５

周年記念事業の一つとして大阪で国際 HH キャンプが開催される運びとなった際に、大阪クラブは１年前倒し

の８０周年記念事業として取りあげクラブ一丸となってお手伝いさせて頂きました。その後、国際キャンプ

は２年に一度の開催となり、またインフル騒動で開催が中止されたことも有りました。以前は国際キャンプ

や要約筆記講座や青少年のための英語講座などがありましたが、応募者も少なく事業自体が消滅しつつあり

ました。 

 ２０１０年の拡大委員会で国際ＨＨキャンプのＯＢ、ＯＧ達に集まって貰い、今後この支援事業をどのよ

うにすれば良いのか、発展性がなければ、大阪クラブとしては事業の方向転換も考慮にいれている旨当時の

会長からお話が有りました。 
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 ＯＢ、ＯＧ達からはこの支援事業は是非続けて欲しい。後輩達にも国際キャンプでの素晴らしい経験を味

あわせたい。私達もこの事業を積極的にお手伝いしたいという意見が出て来ました。 

 その流れを受けて国際キャンプのない年には、国内キャンプをということで昨年六甲ＹＭＣＡで東日本大

震災の被災青少年も招待し、初の国内キャンプが開催されました。キャンプでのＯＢ、ＯＧ達、Ｙのスタッ

フの献身的な御指導で、子供達が日に日にますます明朗、闊達に変わっていくのを目のあたりにしました。

ボランテイアとして参加させて頂いたのですが、こんなに素晴らしい機会を作れたのは、皆様の熱意と心意

気があればこそと感じ入りました。良い年をしたわたしも沢山のことを学び、貴重な体験をさせて頂きまし

た。 

 ＯＢやＯＧの皆様方３０代前半でどなたもお仕事をお持ちで、お忙しい方ばかりです。そのような状況で、

後輩達のために一生懸命お働きされている姿には頭が下がります。手話通訳の先生方の休みない手話は本当

に大変だったと思います。 

 今年の国際ＨＨキャンプは昨年のキャンパーとＯＢ、ＯＧ達との約束を果たすために行って参ります。「来

年は香港で逢おうね！」と。いよいよその時が来ました。個人的な約束を果たすために、個人資格で行く積

もりでしたのに、クラブ代表ということで大変気が重いです。大役になってしまいました。 

 若い方々とご一緒に行動できるかどうか心配ですが、ご迷惑をおかけしないよう頑張って参ります。「来年

は六甲で逢おうね！」とまた約束できたらいいのですが。 

 

【ＪＩＣＡシニアーボランテァのチュニジア生活】      五条 孝次郎 

（その三）「砂漠にまいた種―チュニジアのことも 夢のまた夢」   

若者たちの最大の不満は学校は出たけど職がないこと。 政府の発表では失業率１４％だが実態ははるかに

高く、大学卒については３０％をこえていた。 食うために道端で露店を開き果物、野菜売りをしてしのい

でいた。  オリーブ農園、工場ではたらいても日当は数百円。 オリーブオイルは原液（バルク）のまま

イタリア人バイヤーが安値で買っていく。 チュニジア産オリーブオイルは風味に優れ、ポリフェノール含

有世界一の美容、健康食品である。 イタリアでベースオイルとして活用され、メイドインイタリーとして

再輸出されている。なんとその収益比率はチュニジア：イタリア＝１：６０。 

 

もうこんな国いやだ 

イタリアへ行って稼ごうか 

しかし旅費も自由もない 

ある夜、数人の若人が 

闇にまみれて小さなボートで密航・・・・ 

運悪く海は大嵐に・・・・ 

地中海は気まぐれ 

小さなボートはあえなく遭難 

若人達は道半ばで燃える命を落とした 

 

記事にはならない同じような話をオリーブ農場で何度か聞いた。悩みのなかで数カ月が過ぎようとしていた

ころ、産、官、学ワーショップ「一村一品とバイオテクノロジー」で講演を頼まれた。300 人をこす聴衆に

「マーケティング」「ブランディング」「パッケジング」を説いた。企業人は意外なほど理解していた。高級

官僚は長い挨拶が終わると早々に引き揚げた。盛況な参加者数を上役に報告すること以外興味を示さなかっ

た。その退屈で生産性のない情景は昔の日本にオーバーラップしていった。 
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ワークショップのディスカッションで私にたくさんの質問が来た。企業人、学者と残ったわずかの若手役人

の間では産業振興策、特に予算（金）の使われ方につき討論がエスカレート、ついには国の将来像の話に至

り会場は大変な騒ぎになってしまった。 一介のボランティアであり、しかも私の所属先は官庁であった。 

「活動家でもない俺はチュニジアでいったいなにをしているのか？」 

苦悩そして JICA 活動の限界を痛感しながらオリーブ農場に戻った。この分野だけでも小さな成功例をつくり

道をつけておきたいと集中した。オンリーワンのオリーブオイル製品の開発に助言を続けるうち 2 年の任期

はあっという間に過ぎてしまった。 

発展途上国には長期独裁政権がおおくみられる。大衆は打開をこころみるが、密告制などで厳重に取り締ま

られている。それでも若者たちはサッカー場で観戦前後、秘密裏に会合重ね、結束を強めていった。  

そしてあるキッカケが引き金となり、おりからのソシァルネットシステムに乗り 2011 年の「１．１４ジャス

ミン革命」につながっていったのである。  

チュニジアで始まった「アラブの春」は周辺国に広がっていったが「民主化」、「人権」の確立にいたるまで

の長い道のりは始まったばかりであろう。  まだまだとおい道とも思う。         (完) 

 

【ＹＭＣＡニュース】 
 第２３２回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 

日時： ８月１７日(金) ７：３０～ ８：３０  場所： 大阪ＹＭＣＡ会館10Ｆチャペル 

証し： 岩坂 正雄 さん(元大阪ＹＭＣＡ副総主事)  参加費： ３００円（軽食付き） 

大阪ＹＭＣＡ創立１３０周年 記念シンポジウム 

日時：１０月２７日（土）第１部 １３：００～ 

場所：大阪ＹＭＣＡ会館   

内容：記念シンポジウム  East Asia Urban Network 締結式  １３０周年記念礼拝 

周年記念パーティ（ザ･リッツカールトン大阪） 

 

【会費納入のお願い】              会計  尾和 信孝 
7 月から新年度に入りますので、会費の納入を宜しくお願い申し上げます。 

  1）正会員        会費前期分    ３５，０００円 

  2）広義会員       会費 1年分    ２５，０００円 

  3）メネット特別会員   会費 1年分    １６，０００円 

会費振込み口座 

    三菱東京ＵＦＪ銀行  谷町支店    普通口座  １０３６６８９ 

    口座名義    大阪ワイズメンズクラブ会計 尾和 信孝 

 
【今後の行事予定】 

今後の行事は、次のとおりです。積極的な参加をお願いします。 

１．びわこ部会・・８月２５日（土）       ２．中部部会・・８月２６日（日） 

３．六甲部会・・９月８日（土）         ４．京都部会・・９月９日（日） 

５．中西部会・・９月１５日（土）14:00～17:00（受付 13:30） ホテルグランヴィア大阪 

  中西部合同メネット・アワー・・９月１５日（土）12:30～ ホテルグランヴィア大阪２０Ｆ鶴寿 

６．阪和部会・・９月２２日（土・祝）      ７．西中国部会・・９月２９日（土）        

８．瀬戸山陰部会･･１０月８日（月・祝）     ９．九州部会・・１０月２０日（土） 
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参加希望者は、牟 大盛書記宛（090-8195-0914 fax 06-7397-3337）ご連絡ください。 

 

【ＣＳより】 

献品は下記住所にお願いします。 

「釜ヶ崎いこいの家」 〒557－0004 大阪市西成区萩之茶屋２－５－２３  ℡：（06）6631-2169 

 

【大阪キャッスルホテルの案内】 

   大阪キャッスルホテル〔電話 06－6942－2401〕 
の地図です。 
出欠の連絡は、牟書記まで、電話あるいはＦＡＸ    
（090-8195-0914 fax 06-7397-3337）で必ずお願いし  
ます。メン１人について、ゲスト１名以上お誘いくだ 
さい。ゲスト、ビジターの参加者数のご連絡もお願い 
します。食事の注文人数を確定する必要がありますの 
で、ご協力をお願いします。 

                    オークションを行いますので、提供品をご持参ください。 

 

【編集後記】 

酷暑の日々が続きますが、皆様お変わりございませんか。各地域の部会が続きますが、ご参加をよろしくお

願いします。酷暑の中、ＨＨ国際キャンプに参加される脇本メネットのご無事をお祈りします。（編集委員：

松原伸幸） 


